
平成18年5月1日　発行 第 24 号（6） 

予算の審査から、一般会計予算に対する討論 

 
 

 
 

 
 

 

平
成
１７
年
度
補
正
予
算 

平
成
１８
年
度
当
初
予
算 

   

◆
一
般
会
計 

【
説
明
】
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
４
億
５
千
155
万
５
千
円
減

額
し
、
554
億
６
千
４９５
万
７
千
円

と
す
る
も
の
。 

【
主
な
質
疑
事
項
】 

・
青
嵐
中
建
て
か
え
工
事
の
大

き
な
減
額
に
つ
い
て 

・
不
正
ア
ク
セ
ス
防
止
の
対
応

等
に
つ
い
て 

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
可
決 

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計 

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計 

◆
受
託
水
道
事
業
特
別
会
計 

◆
保
谷
駅
南
口
地
区
第
一
種
市

街
地
再
開
発
事
業
特
別
会
計 

【
結
果
】以
上
、賛
成
全
員
で
可
決 

  

◆
一
般
会
計 

【
説
明
】
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
は
578
億
２
千
万
円
。
債
務
負

担
行
為
は
住
吉
福
祉
会
館
建
て

か
え
な
ど
30
事
業
を
予
定
。
地

方
債
は
青
嵐
中
学
校
校
舎
建
て

か
え
な
ど
17
事
業
、
59
億
９
千

20
万
円
の
借
入
限
度
額
を
予
定
。

一
時
借
入
金
の
最
高
額
は
60
億

円
と
定
め
る
。 

【
主
な
質
疑
項
目
】 

・
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
る
「
予

算
編
成
過
程
で
の
情
報
公
開

と
市
民
参
加
」
に
関
す
る
18

年
度
予
算
編
成
で
の
手
法
に

つ
い
て 

・
民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
の
運
営
助

成
金
の
補
助
基
準
に
つ
い
て 

・
電
子
自
治
体
の
最
適
化
計
画

に
よ
る
削
減
効
果
に
つ
い
て 

・
国
保
会
計
へ
の
繰
出
金
の
基

準
及
び
保
険
料
の
引
き
上
げ

に
つ
い
て 

・
地
域
経
営
戦
略
プ
ラ
ン
の
受

益
者
負
担
９
項
目
、
30
億
円

に
関
す
る
今
後
の
事
業
費
コ

ス
ト
低
減
と
受
益
者
負
担
の

対
象
の
関
係
に
つ
い
て 

・
乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
19
年

度
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て 

・
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
安
全
維
持
の

た
め
の
外
部
監
査
に
つ
い
て 

・
中
学
校
給
食
の
諮
問
に
つ
い
て 

・
障
害
者
介
助
員
事
業
の
現
況

と
６
月
実
施
に
向
け
て
の
準

備
に
つ
い
て 

・
ド
ッ
グ
ラ
ン
の
課
題
・
問
題

点
に
関
す
る
近
隣
住
民
の
理

解
と
暫
定
使
用
に
関
す
る
都

と
の
協
議
に
つ
い
て 

・
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

条
例
制
定
と
紛
争
予
防
の
効

果
、
環
境
問
題
と
の
連
携
に

つ
い
て 

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
可
決 

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計 

【
主
な
質
疑
項
目
】 

・
保
険
料
収
納
率
93
％
の
計
上

と
収
納
結
果
に
つ
い
て 

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決 

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計 

【
主
な
質
疑
項
目
】 

・
下
水
道
維
持
管
理
台
帳
シ
ス

テ
ム
整
備
業
務
委
託
の
効
果

と
課
題
に
つ
い
て 

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
可
決 

◆
受
託
水
道
事
業
特
別
会
計 

◆
中
小
企
業
従
業
員
退
職
金
等

共
済
事
業
特
別
会
計 

◆
老
人
保
健（
医
療
）特
別
会
計 

【
結
果
】以
上
、賛
成
全
員
で
可
決 

◆
介
護
保
険
特
別
会
計 

【
主
な
質
疑
項
目
】 

・
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
を
市
内

４
つ
の
地
域
に
分
割
し
た
地

域
ご
と
の
利
便
性
に
つ
い
て 

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決 

◆
保
谷
駅
南
口
地
区
第
一
種
市

街
地
再
開
発
事
業
特
別
会
計 

【
主
な
質
疑
項
目
】 

・
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
の

修
正
業
務
設
計
委
託
に
つ
い
て 

・
地
権
者
の
行
政
不
服
、
裁
決

申
請
、
供
託
に
つ
い
て 

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決 

◆
駐
車
場
事
業
特
別
会
計 

【
主
な
質
疑
項
目
】 

・
指
定
管
理
者
公
募
に
当
た
っ

て
の
仕
様
書
に
つ
い
て 

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決 

 

　
事
務
事
業
見
直
し
の
姿
勢
や

Ｄ
Ｖ
被
害
者
を
保
護
す
る
民
間

シ
ェ
ル
タ
ー
へ
の
助
成
や
障
害

児
の
学
校
生
活
を
保
障
す
る
介

助
員
の
派
遣
ほ
か
、
人
権
に
配

慮
し
た
施
策
は
評
価
す
る
。 

　
し
か
し
、
不
祥
事
の
原
因
究

明
や
未
然
防
止
の
努
力
が
見
え

な
い
。
不
正
ア
ク
セ
ス
で
は
外

部
監
査
を
し
な
い
な
ど
、
シ
ス

テ
ム
管
理
者
と
し
て
市
民
の
信

頼
回
復
を
な
お
ざ
り
に
し
て
い

る
。
事
務
執
行
体
制
や
内
部
管

理
コ
ス
ト
の
見
直
し
姿
勢
が
見

ら
れ
な
い
。
財
政
健
全
化
の
観

点
、
落
札
率
の
高
さ
を
改
善
す

る
手
だ
て
も
見
え
な
い
。
ソ
フ

ト
事
業
を
削
っ
て
経
常
収
支
比

率
を
下
げ
よ
う
と
し
て
い
る
だ

け
だ
。
満
足
よ
り
納
得
し
て
も

ら
え
る
行
政
を
目
指
せ
。 

反　対 

破
綻
に
向
か
う 

旧
来
型
予
算
に
反
対
！ 

無
所
属 

森
　
　
　
輝
　
雄 

賛　成 

福
祉
・
教
育
切
り
捨
て 

市
民
不
在
の
坂
口
市
長 

西
東
京
市
議
会
公
明
党 

新
　
井
　
五
　
郎 

賛　成 

市
民
の
視
点
に
立
ち 

行
財
政
改
革
を
進
め
よ
！ 

民
主
党
西
東
京 

桐
　
山
　
ひ
と
み 

賛　成 

平
成
１８
年
度
予
算
の 

問
題
・
課
題
と
方
向
性 

自
由
民
主
党
西
東
京
市
議
団 

鈴
　
木
　
久
　
幸 

賛　成 

子
ど
も
た
ち
の
生
命
と 

健
康
を
守
る
予
算 

日
本
共
産
党
西
東
京
市
議
団 

葉
　
原
　
時
　
美 

賛　成 

介
助
員
制
度
の
実
現 

高
く
評
価 

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

保
　
谷
　
七
緒
美 

賛　成 

介
助
員
派
遣
・
Ｄ
Ｖ 

シ
ェ
ル
タ
ー
補
助
を
評
価 

無
所
属 土

　
井
　
節
　
子 

賛　成 

計
画
行
政
を
前
進
さ
せ
、 

行
革
を
進
め
よ 

市
民
ク
ラ
ブ 

猪
　
野
　
　
　
滋 

賛　成 

増
え
る
一
方
市
民
負
担 

無
責
任
な
坂
口
市
長
!!
 

自
由
民
主
党
・
市
民
派 

稲
　
垣
　
裕
　
二 

    

　
市
長
は
、
徹
底
し
た
行
政
体

質
の
改
善
に
よ
る
内
部
努
力
で

経
費
の
削
減
を
図
り
、
そ
の
成

果
を
市
民
に
公
開
し
た
上
で
受

益
者
負
担
を
お
願
い
す
べ
き
で

あ
る
。
国
保
料
の
改
定
に
つ
い

て
は
、
戦
略
プ
ラ
ン
で
18
年
度

に
保
険
料
の
限
度
額
、
19
年
度

に
保
険
料
率
の
改
定
に
な
っ
て

い
る
の
を
同
時
に
急
激
な
市
民

負
担
増
を
提
示
し
て
き
た
。
公

明
党
は
、
総
括
質
疑
を
通
じ
て

均
等
割
を
２
千
円
引
き
下
げ
る

提
案
を
行
い
、さ
ら
に
乳
幼
児
医

療
費
の
所
得
制
限
を
５
歳
児
未

満
ま
で
撤
廃
、
中
学
校
給
食
導

入
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
12

項
目
の
要
求
に
一
定
の
評
価
が

見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら

を
総
合
的
に
判
断
し
、市
民
生
活

の
影
響
も
考
慮
し
て
賛
成
す
る
。 

    

　
厳
し
い
財
政
環
境
下
、
実
施

計
画
及
び
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
前

進
状
況
や
行
革
の
取
り
組
み
の

予
算
化
を
評
価
項
目
と
し
た
。

子
育
て
支
援
策
、
小
中
学
校
校

舎
の
改
修
、
ご
み
の
減
量
推
進
、

ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
周
辺
の
整
備
、

ま
ち
づ
く
り
条
例
の
策
定
、
乳

幼
児
医
療
費
の
段
階
的
拡
充
や

が
ん
検
診
無
料
化
継
続
等
の
予

算
化
を
評
価
す
る
。
２
次
行
革

で
は
初
年
度
目
標
の
19
億
５
千

万
円
の
効
果
を
確
認
し
た
が
、

３
カ
年
で
40
億
円
も
の
影
響
が

あ
っ
た
三
位
一
体
の
改
革
の
19

年
度
以
降
が
見
え
な
い
今
、
行

革
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
が
必
要
。

市
長
は
、
成
果
を
得
る
た
め
に

ど
ん
な
強
み
を
生
か
し
て
何
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
肝

に
銘
じ
、
行
政
執
行
に
当
た
れ
。 

    

　
本
予
算
は
歳
入
歳
出
５７８
億
２

千
万
円
で
、
前
年
度
比
５.４
％
増

と
な
っ
て
い
る
。
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
、
事
務
事
業
の
総
点

検
に
よ
り
「
通
所
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
に
係
る
食
費
の
利
用
者

負
担
金
１
食
４００
円
か
ら
６００
円
へ

の
引
き
上
げ
」「
小
中
学
校
の
卒

業
対
策
費
の
全
廃
」
等
多
く
の

市
民
負
担
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

ま
た
、
「
行
革
プ
ラ
ン
」
の
目
標

経
常
収
支
比
率
90
％
に
対
し
、

当
初
予
算
で
95
・
３
％
と
目
標
数

値
を
大
幅
に
上
回
り
、
基
金
の

追
加
取
り
崩
し
を
行
う
等
危
機

感
を
覚
え
る
。
さ
ら
に
、た
び
重

な
る
事
務
手
続
の
不
手
際
は
信

頼
を
損
ね
る
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
我
々
自
由
民
主
党
・
市

民
派
の
要
求
項
目
に
対
し
積
極

回
答
し
た
こ
と
は
評
価
す
る
。 

　
総
合
計
画
の
実
効
性
確
保
、

政
権
公
約
の
実
現
、
行
革
を
進

め
る
予
算
と
し
て
編
成
さ
れ
た

が
目
標
に
は
達
し
て
い
な
い
。

行
政
経
費
へ
の
影
響
を
見
き
わ

め
、
早
急
な
行
財
政
改
革
が
求

め
ら
れ
る
。
厳
し
い
財
政
の
中

で
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
へ
の
民
間
シ

ェ
ル
タ
ー
助
成
・
検
診
事
業
拡

充
と
無
料
化
継
続
、
乳
幼
児
医

療
費
助
成
の
年
齢
枠
拡
大
、
小

中
学
校
へ
の
防
犯
警
備
体
制
強

化
、
小
学
校
へ
の
障
害
児
介
助

員
配
置
等
を
評
価
す
る
。 

　
ま
た
、
た
び
重
な
る
不
祥
事

や
方
針
変
更
に
つ
い
て
市
長
の

政
治
姿
勢
が
問
わ
れ
て
い
る
。 

　
議
会
や
市
民
へ
情
報
公
開
と

説
明
責
任
を
果
た
し
、
市
長
が

先
頭
に
立
ち
市
役
所
一
丸
と
な

っ
て
市
政
運
営
に
取
り
組
め
！ 

    

　
予
算
総
額
は
５７８
億
2
千
万
円
、

市
債（
市
の
借
金
）は
約
５１０
億
円
。

さ
ら
に
基
金
残
高
は
２
年
後
に

は
０
に
な
る
と
の
予
測
。
特
別

会
計
へ
の
繰
出
金
も
主
要
５
事

業
で
79
億
円
余
り
と
な
る
。 

　
歳
入
は
、
市
税
の
伸
び
悩
み
、

三
位
一
体
の
改
革
の
影
響
な
ど

で
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
今
後

を
考
え
る
と
危
機
感
を
抱
か
ざ

る
を
得
な
い
。
抜
本
的
な
事
業

の
見
直
し
が
必
要
と
提
言
す
る
。 

　
個
別
の
施
策
は
お
お
む
ね
是

と
し
、
中
で
も
ド
ッ
グ
ラ
ン
の

設
置
と
市
指
定
文
化
財
保
存
経

費
補
助
金
は
評
価
す
る
。 

　
今
後
は
２
庁
舎
体
制
の
早
期

解
決
、
田
無
駅
南
口
広
場
や
は

な
バ
ス
ル
ー
ト
見
直
し
の
た
め
、

都
市
基
盤
の
整
備
が
必
要
だ
と

申
し
上
げ
て
賛
成
討
論
と
す
る
。 

    

　
市
民
の
声
を
大
切
に
す
る
車

座
集
会
の
充
実
と
継
続
。
乳
幼

児
医
療
費
助
成
の
所
得
制
限
な

し
を
４
歳
未
満
に
拡
大
。
市
民

健
康
診
査
の
無
料
制
の
継
続
と

合
わ
せ
前
立
腺
が
ん
検
診
の
開

始
と
乳
が
ん
検
診
の
充
実
。
こ

ど
も
の
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
・

住
吉
福
祉
会
館
等
の
建
て
か
え
。

小
学
校
普
通
学
級
に
通
う
障
害

児
へ
の
介
助
員
配
置
。
学
校
巡

回
警
備
員
の
増
員
。
地
域
パ
ト

ロ
ー
ル
公
用
車
の
増
。
小
・
中

学
校
の
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
対
策
。

青
嵐
中
の
校
舎
建
て
か
え
工
事

な
ど
、
市
民
要
求
に
応
え
た
予

算
で
あ
る
。
な
お
、
保
谷
駅
南

口
再
開
発
・
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
周

辺
ま
ち
づ
く
り
は
住
民
合
意
と

丁
寧
な
説
明
を
。
東
大
農
場
分

断
の
道
路
計
画
は
再
考
を
。 

    

　
経
常
収
支
比
率
が
95
・
３
％

と
危
険
水
域
に
入
っ
て
い
る
こ

と
は
、
厳
粛
に
受
け
と
め
る
べ

き
。
評
価
す
る
点
は
、
障
が
い

児
の
介
助
員
制
度
、
Ｄ
Ｖ
被
害

者
救
済
の
民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
へ

の
補
助
、
学
校
施
設
に
お
け
る

ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
に
最
優
先
で

取
り
組
む
こ
と
、
有
機
農
業
推

進
事
業
の
拡
充
、
交
通
計
画
の

策
定
、
Ｉ
Ｔ
の
最
適
化
計
画
の

策
定
。
一
方
、
意
見
と
し
て
、

都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
９
号

線
に
つ
い
て
は
、
東
大
農
場
の

今
後
の
姿
が
明
ら
か
に
な
る
前

の
段
階
で
は
道
路
建
設
推
進
を

表
明
し
な
い
、
緑
化
基
金
を
設

置
す
る
、
公
共
施
設
の
統
廃
合

で
は
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・

ビ
ル
ド
を
よ
り
厳
密
化
す
べ
き

こ
と
を
申
し
述
べ
る
。 

　
国
の
三
位
一
体
の
改
革
で
歳

入
は
25
億
円
の
影
響
を
受
け
た
。

厳
し
い
状
況
下
の
予
算
編
成
だ
。 

坂
口
市
長
の
政
権
公
約
で
あ
る

通
常
学
級
に
通
う
障
害
児
へ
の

介
助
員
の
派
遣
や
、
Ｄ
Ｖ
シ
ェ

ル
タ
ー
へ
の
補
助
は
評
価
で
き

る
も
の
だ
。
各
種
検
診
等
の
無

料
化
の
継
続
、
乳
幼
児
医
療
費

の
段
階
的
無
料
化
も
政
権
公
約

の
実
現
だ
。
小
中
学
校
の
ア
ス

ベ
ス
ト
対
策
の
前
倒
し
実
施
も

評
価
す
る
。
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
計
画
の
見
直
し
は
不
十
分
だ

が
、
合
併
特
例
債
の
適
用
条
件

と
い
う
こ
と
で
や
む
な
し
と
す

る
。
３
・
４
・
９
号
線
の
早
期

事
業
化
は
見
直
せ
。 

　
今
後
、
行
革
は
シ
ビ
ル
ミ
ニ

マ
ム
の
確
保
を
図
り
、
総
合
計

画
の
投
資
的
事
業
を
見
直
せ
。 

予
算
の
審
査
か
ら（
予
算
特
別
委
員
会
の
主
な
審
査
状
況
） 

　
今
定
例
会
で
は
、
平
成
17
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
３
月
８
日
・
９
日
の
両
日
、
平
成
18
年
度
当
初

予
算
に
つ
い
て
は
３
月
17
日
か
ら
29
日
ま
で
の
間
（
７
日
間
）、
予
算
特
別
委
員
会
を
開
催
し
て
審
査
を
行

い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
主
な
内
容
と
平
成
18
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
に
対
す
る
各
会
派
の
討
論

内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

一般会計予算 
に対する 
討　論 

一般会計予算 
に対する 
討　論 

*
*


